
 

Ｒ５ Ｒ６ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ５ Ｒ６

1
めあてをもって学習や行事に取り組んでいる。 3.34 3.22 3.03 2.83 3.06 3.07

2

先生やクラスのみんなの話をしっかりと聞いたり自分の考えを話したりしてい

る.
3.64 3.22 3.12 2.93 2.94 2.88

3
先生やクラスのみんなの考えを真剣に考えたり受け止めたりしている。 3.17 3.00 3.00 2.90 2.94 3.00

4
学習した内容が分かっている。(分かるように指導している） 3.48 3.24 3.27 2.97 3.36 3.33

5
家でも学習したり読書したりしている。 3.26 2.99 2.85 2.56 2.71 2.64

1
自分から進んで友達や地域の人、先生に挨拶ができる。 3.70 3.50 3.28 2.92 3.05 3.00

2
クラスのみんなと仲良くしている。 3.81 3.51 3.60 3.13 3.18 2.80

3
公共物(みんなで使う物）を大切に使っている。 3.76 3.67 3.30 3.06 3.21 3.11

4
学校生活のきまりや学校の外での生活のきまりやマナーを守っている。 3.61 3.46 3.30 2.98 3.06 3.06

5
掃除や係の仕事などを一生懸命やっている。 3.73 3.58 3.48 3.17 3.17 3.06

1
外で元気に遊んだり、進んで運動したりしている。 3.52 3.36 3.44 3.02 2.93 3.08

2
規則正しい生活を送っている。 3.36 3.12 3.00 2.80 2.88 2.69

3
地震や火事が起きたり、不審者に出会ったりしても、訓練したことを思い出して安全に避難で

きる。
3.53 3.33 2.90 2.78 3.00 3.17

1
子供のよいところを認めている。 3.58 3.57 3.42 2.98 3.29 3.31

2
学校での出来事などを家で話している。 3.33 3.17 3.24 2.90 3.38 3.08

3
学校からのお便りや連絡はわかりやすい。 3.64 3.42 3.30 2.99 3.38 3.07

4 学校や通学路は安全である。 3.66 3.44 3.50 3.15 3.37 3.56

回答率79/91人　86.8％

令和6年12月9日

千葉市立大木戸小学校

校 長　　    浅田　康成

学校教育目標「めあてをもって向上しようとする心を育てる」

児童 保護者 教職員

　　　　　　　令和6年度　学校評価「よりよい大木戸小学校にするために」結果について

自ら考え、判断し、行動できる子（知育）

思いやりがあり、助け合う子（徳育）

体を鍛え、ねばり強くやりぬく子（体育）

家庭・地域との連携（その他）

　　　　　考察は裏面にあります。

　〇数値については　　４＝とても　３＝まあまあ　２＝あまり　１＝ぜんぜん



 

児童 保護者 教職員

1 3.22 2.83 3.07

2 3.22 2.93 2.88

3 3 2.90 3

4 3.24 2.97 3.33

5 2.99 2.56 2.64

児童 保護者 教職員

1 3.50 2.92 3

2 3.51 3.13 2.80

3 3.67 3.06 3.11

4 3.46 2.98 3.06

5 3.58 3.17 3.06

児童 保護者 教職員

1 3.36 3.02 3.08

2 3.12 2.80 2.69

3 3.33 2.78 3.17

児童 保護者 教職員

1 3.57 2.98 3.31

2 3.17 2.90 3.08

3
3.42 2.99 3.07

4 3.44 3.15 3.56

思いやりがあり、助け合う子（徳育）

体を鍛え、ねばり強くやりぬく子（体育）

家庭・地域との連携（その他）
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項目５「家庭学習・読書」については、児童、保護者、

教職員ともに、4段階評価で3を下回る結果となった。今

年度は、家庭学習にギガタブを取り入れ、引き続き、読み

聞かせやファミリー読書にも取り組んでいる。次年度も継

続し定着を図りたい。

徳育の項目については、大体の項目において、三者とも

評価は、３以上である。進んで挨拶、みんなで使うものは

大切にしようなど、「大木戸小よいこのきまり」を折に触れ

指導し、思いやりがあり、助け合う子の育成に努めたい。

規則正しい生活の項目において、今後も推奨していく

必要がある。また、防災教育等をしっかりと行い、登下校

を含め、安全安心に学校生活を送れるよう学校、保護者、

地域とのさらなる連携を心掛ける。

学校・家庭間の連携項目については、昨年度より０．３ポ

イント程度、下がっている。学校での様子が保護者にしっ

かりと伝わるように、参観、懇談会やお便りについて見直

しを図る。

昨年度と今年度を比較すると、全項目でほぼ、昨年度を下回っています。課題を明らかにし、手立てを講じ、改善を図りま

す。特に、知育の項目につきましては、保護者の皆様の評価は、４段階評価の３を下回っております。授業のねらいを明確に

し、まとめと振り返りを充実させ、基礎基本の学力の定着を図ります。授業だけではなく、家庭学習でもギガタブを活用し、

一人一人に応じた学習活動を活性化させていきます。楽しく学習できるよう、教材研究や研修に努めてまいります。学校教

育目標である「めあてを持って、向上しようとする心を育てる」を目指し、より児童がめあてを持って学習や行事に取り組む

ことができるように指導していきます。行事におきましては、コロナ禍前に単純に戻すのではなく、各学年に応じた校外学習、

体験学習を取り入れ、学びにつなげていきます。4月、学校だよりにて「生命の安全教育月間」「学校における合理的配

慮」についてのお知らせをし、今年度は、保護者対象のネット安全教室の開催などに取り組んでまいりました。今後とも子

供たちが安全安心に学校生活を送れるよう尽力してまいります。ご理解、ご協力のほど、よろしくお願いいたします。


